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京都建築専門学校より御挨拶

本校は教育基本法並びに学校教育法にのっとり、工業専門課程を設置して建築に関する知識技術を教

授し、あわせて社会人としての円滑な人格を持つ建築技術者を養成することを目的としています。具体

的には二級建築士が持たなければならない知識の習得に努め建築の基礎をきめ細かく教授しています。

また、本校教育方針「建築の基礎力を身につけ、伝統や木造建築を理解し、現代に生かすことのでき

る建築のプロフェッショナルを育てる」に準拠し 「京都・伝統・木造」に関する事柄を実習･演習は、

もとより各授業に於いても盛り込んでいます。

本校は建築の業界団体である京都府建築工業協同組合が『京都建築工業学校 （各種学校夜間授業修』

業年限3年）を設置、昭和２６年７月１日開校しています。その後昭和４９年、校名を現在の『京都建

築専門学校』と改名し現在に至っています。また、学校教育法の改正に伴い昭和５１年に専修学校に認

可。工業専門課程建築科（昼間部 、建築科二部（夜間部）を設置。平成７年には文部省告示により建）

築科および建築科二部の卒業生に専門士（工業専門課程）の称号付与されることとなっています。

学科として、２年制の建築科（昼間部 、建築科二部（夜間部）の２学科及び別科として伝統建築研）

究科を置き、業界のニーズに応え、次代を担う即戦力となれるよう建築のプロフェッショナルを育てる

ことを目標としています。

本校の教育をよりよくするため「自己点検評価」を行う他 「学校関係者評価」を行って業界団体等、

の方や卒業生に様々なご意見を頂戴して至らぬところについては改善を実施してまいりますので、皆様

方からのご意見などを頂戴できれば幸甚に存じます。

２０２２年５月

学校法人京都建築学園

京都建築専門学校
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２０２１年度 京都建築専門学校 自己評価結果

２０２２年５月

京都建築専門学校

学校の名称：京都建築専門学校

所 在 地：京都府京都市上京区下立売通堀川東入東橋詰町１７４

学科構成 ：建築科(昼間：２年制：定員６０名) 建築科二部(夜間：２年制：定員６０名)

教 員 数：建築科２５名 建築科二部１２名 (建築科、建築科二部に於いて重複あり)

沿 革：昭和26年7月1日 建築の業界団体である京都府建築工業協同組合が『京都建築工業

学校 （各種学校夜間授業修業年限3年）を設置、開校。』

昭和39年 京都府知事の承認を得て、学校法人京都建築学園による学校法人

化、同時に全日制を併設。

昭和49年 校名を現在の「京都建築専門学校」と変更

昭和51年 学校教育法の改正に伴い専修学校に認可。京都建築専門学校工業

専門課程建築科（昼 、建築科二部（夜）を設置。）

平成2年 伝統建築研究科（別科、夜間）を設置、開講。

平成7年 文部省告示により建築科および建築科二部の卒業生に専門士（工

業専門課程）の称号付与、大学への編入学が可能となる。

平成12年 「よしやまち町家校舎」改修整備 「町家研究室」など多面的な活、

動の拠点として利用。
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２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画
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１．理念・目的・育成人材像

１．学校の理念・目的・育成人材像は定められているか

２．学校の理念・目的のもとに特色ある教育が行われているか

３．社会経済のニーズをふまえた学校の将来構想を抱いているか

４．学校の理念･目的･育成人材像･特色･将来構想等学生や保護者に周知されているか

５．学校の教育目標･育成人材像は学科等に対応する業界のニーズに向けて方向付けされているか

２．学校運営
１．設置基準に沿った適切な運営がされているか

２．目的等に沿った事業計画が策定されているか

３．運営組織や意志決定機能は規則等に於いて明確化されているか

４．教務や財務等の組織整備はされているか

５．人事や給与に関する規定等は整備されているか

６．業界や地域社会等に関するコンプライアンス体制は構築されているか

７．教育活動等に関する情報公開が適切になされているか

８．情報システム化等による業務の効率化が図られているか

３．教育活動
１．教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方策がされているか

２．教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえ、修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の

確保は明確にされているか

３．学科等のカリキュラムは内容や時間配分に関し、体系的に編成されているか

４．キャリア教育･実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育上の工夫･開発などが実施され

ているか

５．関連分野の企業等との連携により、カリキュラムの作成、見直し等が実施されているか

６．授業評価の実施・評価体制はあるか

７．成績評価・単位認定・進級や卒業判定の基準は明確にされているか

８．人材育成目標の達成に向け授業を行うことが出来る要件を備えた教員を確保しているか

９．関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や指導力の育成など資質向上のため

の取組が行われているか

10．実技・実習が講義と連動するなど、効果的学習に配慮されているか

４．学修成果
１．就職率の向上が図られているか

２．資格取得率の向上が図られているか

３．退学率の低減が図られているか

４．卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

５．卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか

５．学生支援
１．進路・就職に関する支援体制は整備されているか
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２．学生相談に関する体制は整備されているか

３．学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

４．学生の健康管理を担う組織体制はあるか

５．課外活動に対する支援体制は整備されているか

６．学生に生活環境への支援は行われているか

７．保護者と適切に連携しているか

８．卒業後の支援体制はあるか

９．社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

10．高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか

教育環境６．
１．施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

２．実習室には実習に必要な設備が整備されているか

３．学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか

４．防災に対する体制は整備されているか

５．学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか

学生の受入れ募集７．
１．学生募集活動は適正に行われているか

２．学生募集活動に於いて、教育成果は正確に伝えられているか

３．学納金は妥当なものとなっているか

４．学校案内等に学費･受験料･学習教材の購入費等が明示されているか

財務８．
中長期的に学校の財務基盤が安定しているといえるか１．

２．収支予算・事業計画は有効かつ妥当なものとなっているか

３．財務について会計監査が適正に行われているか

４．財務情報公開の体制整備はできているか

９．法令等の遵守
１．法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

２．個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか

３．自己評価の実施と問題点の改善を行っているか

４．自己評価結果を公表しているか

10．社会貢献・地域貢献
１．学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか

２．学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

３．地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的に実施しているか
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１．学校の教育理念・教育目標

１．教育基本法並びに学校教育法にのっとり、建築に関する知識技術を教授し、あわせて社

会人としての円滑な人格をもつ建築技術者を養成する。

２．本校教育方針「建築の基礎力を身につけ、伝統や木造建築を理解し、現代に生かすこと

のできる建築のプロフェッショナルを育てる」に準拠し、建築の基礎をきめ細かく教授、

二級建築士が持たなければならない知識の修得に努めるとともに、木造・伝統の建築技術を

学び、現代の建築に活かす。

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

２０２１年度重点目標 計画・取組

従来どおり次代を担う建築技術者を育てるため 建築科の卒業制作木工コースに於いて、仁王門通、

建築の基礎的な知識･技術の修得をして建築士等 りの長屋改修、中川の古民家改修、壬生川通りの

の資格取得に備える。 長屋改修の３つのプロジェクトを行う。

建築科に於いて卒業制作等で昨今増加傾向にあ

る大工希望の学生にも対処出来るよう町家改修 建築施工管理技術検定においては、第一次試験の

等の実習に力を入れる。 合格率ＵＰを目指す。

また、建築施工管理技術検定の学科試験合格者

数を増やすことも急務である。 退学者対策については各担任による個人面談やカ

その他、退学者の減少に力を入れる。 ウンセリングを強化。また、教職員全員でこれま

少子化による入学者減少への対処も必要である で以上に学生への声掛け等を実施していくことと。

する。

入学者減少への対処としてホームページをより充

実させる。他、ＤＭの送付回数の増加等を行う。

建築科二部及び伝統建築研究科に於いて、仕事な

どで授業に参加できない学生のためにリモート授

業を併用する。
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３．評価項目の達成及び取り組み状況
適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価１ 理念・目的・育成人材像

41 1 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか

41 2 学校の理念・目的のもとに特色ある教育が行われているか

41 3 社会経済のニーズをふまえた学校の将来構想を抱いているか

41 4 学校の理念･目的･育成人材像･特色･将来構想等学生や保護者に周知されているか

学校の教育目標･育成人材像は学科等に対応する業界のニーズに向けて方向付けさ
41 5

れているか

現状
－前記教育理念・教育目標に基づき人材育成を行ない、業界に於いてのプロフェッショナル

を育成する。

－学校の特色として、建築士資格取得のためのカリキュラムを根底に置き、その上で伝統・

木造建築から先人の知恵及び技術を修得し、現代建築に生かせる人材育成を行う。

課題と改善策
－育成人材像(たとえば宮大工等)の就職先。先生方、役員の方々を通じて確保に務める
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価２ 学校運営

42 1 設置基準に沿った適切な運営がされているか

42 2 目的等に沿った事業計画が策定されているか

42 3 運営組織や意志決定機能は規則等に於いて明確化されているか

42 4 教務や財務等の組織整備はされているか

42 5 人事や給与に関する規定等は整備されているか

42 6 業界や地域社会等に関するコンプライアンス体制は構築されているか

42 7 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか

32 8 情報システム化等による業務の効率化が図られているか

現 状
－学校運営については校長及び各担任により目的に沿って作成される事業計画書に明記され、

教職員全員に周知されている。

－学校の運営については学則および諸規定によって明確化されており、有効に機能している。

－教務・財務など重要事項については、理事会・評議員会が組織されており、意志決定がな

されている。

－人事・給与については就業規則および諸規定によって規定されている。

－コンプライアンス体制については業界団体との連携により構築している。

－教育活動等に関する情報公開についてはホームページ等により行っている。

－情報システム化については財務会計システム等を取り入れている。

課題と改善策
情報公開について充実を計りながら改善をしている。情報システム化についても随時進め、

改善しているところである。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価３ 教育活動

43 1 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方策がされているか

教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえ、修業年限に対応した教育到達レ
43 2

ベルや学習時間の確保は明確にされているか

43 3 学科等のカリキュラムは内容や時間配分に関し、体系的に編成されているか

キャリア教育･実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育上の工夫･開
43 4

発などが実施されているか

関連分野の企業等との連携により、カリキュラムの作成、見直し等が実施されて
43 5

いるか

43 6 授業評価の実施・評価体制はあるか

43 7 成績評価・単位認定・進級や卒業判定の基準は明確にされているか

人材育成目標の達成に向け授業を行うことが出来る要件を備えた教員を確保して
43 8

いるか

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や指導力の育成な
43 9

ど資質向上のための取組が行われているか

43 10 実技・実習が講義と連動するなど、効果的学習に配慮されているか

現状
－課程の編成・実施については教育理念や目標を踏まえ、あた、各学科における全体教職員

会議での意見も採り入れ、学校長により策定される。

－授業評価は各年度終了前に学生による授業評価アンケートを行っている。結果は各教員に

フィードバックされ、それを踏まえた授業の改善が行われる。

－成績評価・単位認定・進級や卒業判定の基準は明確であり、学生便覧等に記載されて周知

されている。

－資格の取得については対策講座を開講してサポートしている。

－各授業の集成として、設計製図等の演習や木造建築の知識取得のための木工実習等を行う。

課題と改善策
－教職員の研修の機会が少ないため、改善しているところである。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価４ 学修成果

44 1 就職率の向上が図られているか

44 2 資格取得率の向上が図られているか

44 3 退学率の低減が図られているか

44 4 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されている
44 5

か

現状
－就職については、各担任による個人面談によって個人の希望に添えるよう支援を行う他、

エントリーシートや履歴書の記載方法、面接指導等を行っている。

－キャリア教育においては、業界で活躍する関係者また卒業生による講演を授業内に於いて

開催している。

－資格の取得については対策講座を開講してサポートしている。

－健康上の理由、精神的な理由による長期欠席者等の状況については各担任からの校長へ報

告。保護者と連携し退学者の低減に努めている。

－卒業生については同窓会組織｢建工会｣が組織されており、｢建工会｣との連携により卒業生

の動向の把握に努めている。

課題と改善策
資格取得について、受験率及び合格率を上げるため対策講座の充実などで改善を図っている

ところである。

就職率については好調である。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価５ 学生支援

45 1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか

45 2 学生相談に関する体制は整備されているか

45 3 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか

45 4 学生の健康管理を担う組織体制はあるか

45 5 課外活動に対する支援体制は整備されているか

45 6 学生に生活環境への支援は行われているか

45 7 保護者と適切に連携しているか

45 8 卒業後の支援体制はあるか

45 9 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

高校・高等専修学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われて
35 10

いるか

現状
－就職については、各担任による個人面談によって個人の希望に添えるよう支援を行う他、

エントリーシートや履歴書の記載方法、面接指導等を行う。

－経済的な支援体制は奨学金制度の周知、学納金の延納、分割制度を設けている。

－学生の健康管理については年度当初に健康診断を実施している。

－課外活動については学校で認める部活動(茶道・華道・見学)に対して活動費の補助を行

う。また、夏期休暇期間に開催する｢木匠塾｣活動にも活動費の補助等の支援を行ってい

る。

－３日以上の欠席が続く学生で本人への連絡がとれない場合、保護者への連絡をする。ま

た、欠席率の高い学生は保護者との連携により改善をうながすようにしている。

－卒業生には年１回会報「建工会報」を送付し、資格試験および取得のための講座案内を

している。

課題と改善策
－高等学校の教員等に対する講座の開催等により、高等学校と連携を強める必要がある。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価６ 教育環境

46 1 施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

46 2 実習室には実習に必要な設備が整備されているか

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を
36 3

整備しているか

46 4 防災に対する体制は整備されているか

46 5 学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか

現状
－新型コロナウイルス感染予防対策のためリモート授業用の機器を充実させた。

－学科ごとに学生ひとり一台のパソコン貸出を行っている。その他、よしやまち町家校舎に

木工の実習室を備える。

－インターンシップについては春・夏の長期休暇に出来るだけ参加するよう学生に推奨して

いる。

－防災については年２回の消防点検を行っている。

課題と改善策
海外研修については現在行っていない。必要性も含め検討中である。

(2021年度は新型コロナウイルスのため行える状況ではなかった)
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価７ 学生の受入れ募集

47 1 学生募集活動は適正に行われているか

47 2 学生募集活動に於いて、教育成果は正確に伝えられているか

47 3 学納金は妥当なものとなっているか

47 4 学校案内等に学費･受験料･学習教材の購入費等が明示されているか

現状
－学生募集については業者による進学情報誌や進学情報Ｗｅｂへの掲載。また学校に於いて

学校案内・募集要項を毎年作成している。その他、教員紹介のリーフレットやコンセプト

ブック等により入学希望者に学校を理解してもらえるよう努めている｡

加えて、オープンキャンパスを月１～３回開催。在校生の作品展示や授業体験を通して、

より学校を知ってもらうようにしている。高校訪問についてはコロナ禍により行えなかった。

－学費･受験料･学習教材の購入費等については募集要項に記載している。

課題と改善策
特になし。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価８ 財務

48 1 中長期的に学校の財務基盤が安定しているといえるか

48 2 収支予算・事業計画は有効かつ妥当なものとなっているか

48 3 財務について会計監査が適正に行われているか

48 4 財務情報公開の体制整備はできているか

現状
－会計監査については毎月顧問コンサルタントの方にチェックしてもらっている。

－財務情報はホームページに掲載。

課題と改善策
特になし。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価９ 法令等の遵守

49 1 法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか

49 2 個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか

49 3 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか

49 4 自己評価結果を公表しているか

現状
－自己評価の他、学内の｢主任会議｣および主だった役員を含めた｢運営委員会｣を毎月開き、問題

点と改善を行っている。

－自己評価結果はホームページに掲載。

課題と改善策
特になし。
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適切-4 ほぼ適切-3 やや不適切-2 不適切-1採点

評価１０ 社会貢献・地域貢献

410 1 学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか

410 2 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

410 3 地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的に実施しているか

現状
－｢木造の魅力｣を基本テーマにあげる市民講座を毎年３回、一般市民の方に開催している。

(2021年度はコロナ禍のため開催できなかった。)

－京都市内の町家改修活動を学生で行っている。

課題と改善策
特になし。


